
































要綱」（1949年 12月 19日）が収録されている。 

































書館）は 2月段階の GS（Government Section： 
民政局）6)及び各局の意見と日本側の対応を示
す日米の資料を紹介し 7)、三浦太郎は図書館法








































































・2月 20日、ネルソンに GSと交渉してもらう 
（GSと文部省は直接交渉できない）。 
・2月 25日、「GS側の意見を容れて最後的修 









































書の基準 32、職員の基準 33、34、建物の基 
準 35、蔵書の構成等 36） 
・学校図書館の一般公開、図書館類似施設との 
相互協力に関する規定（学校に附置する図書 






第 1章 総則 










第 2章 公立図書館 
・図書館長の任務（第 13条 3項） 
・図書館協議会の任務（第 14条 2項） 
・図書館協議会の設置等に関する条例制定(第 
16条) 
・公立図書館の望ましい基準(第 18条 1項) 
・国庫補助を受けるための公立図書館の最低 





































(1) 第 13条 
・第 13条第 1項を改める。 
・同条第 2項を削り、同条第 3項を同条第 2 
項とする。同条第 4 項を改め、第 3 項とす
る。 
(2) 第 18条 
・第 18条を改める。 
・第 18条の次に新たに第 19条を加える。 
・第 20条中「第 18条第 2項」を「第 19条」 
に、第 21条及び第 22条中「第 19条」を「第
20条」に改める。 
(3) 第 29条 
・第 19条から第 27条までを 1条ずつ繰り下 
げ、第 27条を第 28条とし、その次に第 29 
条を加える。 
4.2 条文の修正 
(1) 第 13条 
・図書館法案((秘)研究用) 














































































































1950 年 2～3 月 GHQ 内部の動向」『図書館学会年
報』25(4),1979.12,p.189-192． 
７）GS、CIEは、GHQ/SCAP(連合国軍最高司令部総司令 
部）の専門部（Special Staff Section）に属する。 




10）「66 情報 [3]  社団法人 日本図書館協会」 
『図書館法成立史資料』p.328-335. 






























・p.52  左欄  5.1 本文 上から 7行目
12.17（誤) → 12.27（正) 
